
タイガーラック株式会社（卸売・小売業）

主力商品（業務用スチールラック）

〇本社所在地:大阪府東大阪市⾧堂1-3-14
〇事業概要:物流機器の卸売・小売・企画
〇常時使用する従業員:35名（2025年5月時
点）

〇現在の売上高: 31.4億円（2024年12月期）
○法人番号:1120001161588
○Web:https://tiger-rack.co.jp

代表取締役
南 和良

物流格差がない未来を創る

売上高100億円実現の目標と課題

2035年の売上高目標達成に向け、主力のEC事業を中心に、
SCM/WSMの開発販売、M&A事業で年率20%の成⾧を目指す

・主力EC事業の更なる販路拡大（EC・代理店）
・販路取込のため同業種企業のM&A
・技術面/コスト面でも導入障壁の少ないDPSの開発と提供
・SCM/WSMを自社開発および提供
・農地転用による倉庫用地の再開発
・AGV/AMRの開発販売

売上高100億円実現に向けた具体的措置

・倉庫の拡張と入出庫作業の効率化（DPSの導入などを含む）
・農地転用に⾧けた行政書士/関連機関との連携
・自社ECサイトのフロントエンド（デザイン/ユーザビリ
ティ）、バックエンド（サーバー/DB）を見直し、より高いCV
を獲得可能なサイトに改修
・SCM/WSM開発の経験を有する人材の確保
・AIを活用した社内業務の効率化

実現目標 課題

目指す成⾧手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

近年、社会全体で便利さや効率が追求される一方、地域や環境の違いによって物流の質に大きな
差が生じています。私たちはこれを「物流格差」と捉え課題と考えています。私たちが目指す
「物流格差がない未来」とは、テクノロジーを活用し、持続可能で公平な物流の仕組みを構築す
ることです。そして、私たちの成⾧は、お客様と社会の利益につながると確信しています。

・高額な導入コストにより中小企業にはハードルが高い
・1000坪以上の大規模倉庫向けに設計されており、
小規模倉庫には不向き

・ユーザーの認識不足と導入への諦めが広がっている
・建築基準法/消防法などの規制により導入が困難



グループ企業の体制図

○法人番号:1120001161588（タイガーラック株式会社）、4122001032279（株式会社太陽設備）、7122001025346（日本ラックシステム株式会社）
4122001027460（東大阪スチール株式会社）、7122001030478（株式会社シーエスラック）、9122001033215（株式会社ロジスチール）、9122001036721（タイガーラック物流株式会社）

タイガーラック株式会社（卸売・小売業）


